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ヨ萌EjE 沖 縄 健 三粧 罪 2巻 第 2号 (1983)

温帯 暖 地 の甘 煮 栽 培 ∋宏の改 善 策

(稲習帯刀 1963

1. 日本の温帯暖地の甘煮作は､自由貿易化された今

ETの状態からすると､ 必ずしも適件とは云い難い｡

然し-ワイを抱えながらルイジアナの甘簾件が存作

する7メ1)カの齢ることを参考にする必要がある｡

日では蕃植塾を仝廃して､新櫨を秋植とし､繰出型
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に晦化せしめる栽培法をとりたいo

中旬がよVl｡

3.亜約的な段菜の営まれる温常 暖地の甘庶栽培は多

収良質を円指して集約化する必賓があるoそのため

打畦rr]を205cm､条間25cmとする0

4. 粒状固形肥料 (日本肥糖掛 くKのうちから粒状固

形肥料)が好適する｡枕崎市の一例打よると､比区

の原料簾茎畳は107-ル当り9屯以上であっko基

肥6割､妓 りを翌春発芽前 (3月中)打追肥とLて順

に施嗣す̀る｡ (抄餅 ･島 袋 俊 一)


